
予算要求資料
平成30年度当初予算支出科目　款：教育費　項：大学費　目：情報科学芸術大学院大学費
	事業名　新IAMAS先端IT・IoT利活用啓発事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

商工労働部　情報科学芸術大学院大学　事務局教務課　電話番号：0584-75-6600（内8224）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c21905@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　8,166千円（前年度予算額： － 千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	8,166
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,166

	決定額
	8,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,000


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　IoT関連の技術は、エンドユーザが直接目にする機会が少ない。このため一般の方々にとって、IoTが自らの生活にどのように関わるのかがわかりにくく、必ずしも広く理解されているとは言い難い。従って、日常生活におけるIT・IoT活用の機運を高めるためには、具体的な利活用のイメージについて広く一般県民への浸透を図ることが求められる。そのためには、テクノロジーに関する知識を持たない人達であっても、IoTの導入によって自らの生活が安全・安心・便利になるという具体的なイメージを、理解しやすい形で示す必要がある。
　他方、IAMASはITと芸術等を融合して新しい文化を生み出す研究を積み重ねており、新しい社会、新しいサービスなどのイメージを作る上で最も適した環境・ノウハウを持っている。また、そうした新文化創造に取り組む芸術家やビジネスパーソンなど、卒業生をはじめとする人的ネットワークに優れている。
　そこで本事業は、IAMASのリソースを有効に活用しながら、広く一般県民が参加できるIT・IoT活用に関するイベント等を行う。
（２）事業内容
　多くの県民が参加し高度IT・IoTを活用した未来の夢のあるライフスタイルをイメージできる以下の事業を実施する。
［事業概要］
· トークイベント（聴講者想定：200人）
· 　先端IT・IoT技術を活用した近未来のライフスタイルに関するトークイベントを開催
· 　登壇者にはIAMASゆかりの著名人を起用
· 　大垣ミニメイカーフェアの関連イベントとして位置付け
· アイデアイベント（参加者30人）
· 　広く一般から、高度IT、IoTを利活用した５年後・１０年後のライフスタイルに関する提案を受け、発表・展示の場を設ける。
· 　特に高校生・大学生を中心に広報
（３）県負担・補助率の考え方

　　　一般財源　10/10
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	94
	業務旅費

	消耗品費
	300
	資料コピー代等

	役務費
	100
	通信運搬費

	委託料
	7,672
	講演会、プレゼン大会運営経費

	合計
	8,166
	


	　決定額の考え方　

事業内容を精査し、所要額を計上します。



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　　岐阜県成長・雇用戦略2017－(2)岐阜県第４次産業革命推進プロジェクト

　　　　（６）IAMASでの世界に通用する人づくり（科学と芸術の融合分野）
（２）後年度の財政負担
　　　事業効果を見ながら同規模で三年間の継続実施
（３）事業主体及びその妥当性
　　　国からも注目される本学の思考方法は、他者をおいて実施不可能。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　IoTを活用した新製品開発や新価値サービス創造に積極的に取り組む人を育てる。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
(前々年度末時点)
	目標
	達成率

	トークイベント聴講者者
	0 
（H29）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	600
（H32）
	％


	アイデアイベント参加者数
	0 
（H29）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	90
（H32）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）
	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　


	

	

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　第４次産業革命の潮流の中、県の成長・雇用戦略プロジェクトを推進していくためには、IoT利活用のイメージを広く一般県民に理解してもらうことが必要であり、そのためには本学が20年に亘り積み上げた教育メソッドが有効。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか




